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犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼

う
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
ペ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
、
家

族
や
友
人
同
様
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
動
物
に
接
す
る
人

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い

方
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦

情
や
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
お
り
、
飼

い
主
の
知
識
不
足

や
無
責
任
な
飼
育

な
ど
の
モ
ラ
ル
が

問
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

動
物
の
え
さ
の
世
話
や
健
康
管

理
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
く
快
適
に

ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
た
め
に
も
、
犬

の
け
い
留
、
む
だ
吠
え
に
対
す
る

し
つ
け
、
ね
こ
の
ト
イ
レ
の
し
つ

け
、
ふ
ん
尿
・
抜
け
毛
の
始
末
、
繁

殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不
妊
・

去
勢
の
処
置
な
ど
も
飼
い
主
の
務

め
で
す
。

　

動
物
を
飼
う
人
は
、
自
分
と
ペ
ッ

ト
の
幸
せ
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
に
対
し
て
も
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

最
後
ま
で
世
話
が
で
き
る
か
よ

く
考
え
ず
に
、「
飼
い
た
い
」
と
衝

動
的
に
飼
い
始
め
、「
世
話
が
た
い

へ
ん
」「
か
わ
い
く
な
く
な
っ
た
か

ら
」
と
安
易
に
動
物
を
捨
て
て
し

ま
う
｜
そ
ん
な
身
勝
手
な
飼
い
主

が
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
を
不

幸
に
し
て
い
る
の
で
す
。
犬
や
ね

こ
に
限
ら
ず
、
捨
て
ら
れ
た
ワ
ニ

や
ヘ
ビ
が
公
園
な
ど
で
発
見
さ
れ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
動
物
の
殺
傷
な
ど

の
虐
待
事
件
も
増
え
つ
つ
あ
り
、

社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
、
平
成

12
年
12
月
に
新
た
に
施
行
さ
れ
た

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」（
改
正
動
管
法
）
で
は
、
動

物
の
殺
傷
な
ど
の
虐
待
、
遺
棄
な

ど
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
み
だ
り
に
愛
護
動
物（
牛
、

馬
、
豚
、
め
ん
羊
、
や
ぎ
、
犬
、
ね
こ
、

い
え
う
さ
ぎ
、
鶏
、
い
え
ば
と
、
あ

ひ
る
、
そ
の
ほ
か
人
が
飼
っ
て
い

る
哺
乳
類
、
鳥
類
ま
た
は
爬
虫
類
）

を
殺
傷
し
た
者
は
、「
１
年
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
」、
虐
待
・
遺
棄
し
た
者
は

「
30
万
以
下
の
罰
金
」
な
ど
と
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
人
と
動
物
の
共
生
に
配

慮
し
た
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、

『
山
梨
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

　 　 2



☎

関
す
る
条
例
』
を
制
定
し
、
平
成

15
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し

た
。

　

こ
の
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
動
物
愛
護
の
意
識
の

高
揚
並
び
に
動
物
の
健
康
及
び
人

の
生
命
・
財
産
に
対
す
る
侵
害
を

防
止
し
、
も
っ
て
人
と
動
物
が
調

和
し
つ
つ
共
生
す
る
社
会
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

動
物
を
飼
う
と
き
に
は
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
え
さ
と
水
を
適
正
に
与
え
る
こ
と
。

②
動
物
の
健
康
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

③
動
物
の
数
は
、
適
正
に
飼
え
る

　

数
に
す
る
こ
と
。

④
動
物
を
遺
棄
し
な
い
こ
と
。

⑤
飼
っ
て
い
る
動
物
に
適
し
た
構

　

造
の
飼
養
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

⑥
飼
養
施
設
と
そ
の
周
囲
を
常
に

　

清
潔
に
保
つ
こ
と
。

⑦
公
共
の
場
所
等
を
汚
し
た
り
壊

　

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑧
周
辺
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る

　

こ
と
。

⑨
動
物
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
す
る

　

こ
と
。

⑩
災
害
時
に
お
け
る
動
物
へ
の
措

　

置
を
考
え
て
お
く
こ
と
。

　

動
物
の
正
し
い
飼
い
方
の
相
談

　

等
を
受
け
て
く
れ
る
動
物
愛
護

　

推
進
員
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

成
犬
、
成
ね
こ
を
あ
わ
せ
て
10
頭

（
匹
）
以
上
飼
う
人
は
、
繁
殖
の
制

限
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

犬
・
ね
こ
合
わ
せ
て
10
頭
（
匹
）

以
上
と
な
っ
た
時
に
は
30
日
以
内
に

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

危
険
な
動
物
（
ト
ラ
、
く
ま
、

ま
む
し
、
か
み
つ
き
が
め
等
）
を

飼
う
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
許

可
を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

施
設
の
構
造
基
準
に
適
合
し
て

い
る
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
に
は
確

認
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

動
物
を
適
切
に
飼
養
し
て
も
ら

う
た
め
、
動
物
管
理
主
任
者
を
お

い
て
も
ら
い
ま
す
。

　

犬
、
ね
こ
を
や
む
お
え
な
い
理

由
に
よ
り
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
保
健
所
等
で
引
き
取
り
を

し
ま
す
が
、
所
定
の
手
数
料
を
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
の
場
所
で
負
傷
等
を
し
て

い
る
飼
い
主
の
分
か
ら
な
い
犬
、

ね
こ
等
に
つ
い
て
、
収
容
後
で
き

る
限
り
の
治
療
等
を
し
、
飼
い
主

を
探
す
よ
う
規
定
し
ま
し
た
。

　

犬
、
ね
こ
等
の
動
物
を
適
正
に

飼
養
で
き
る
と
認
め
た
も
の
に
譲

渡
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

譲
渡
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

講
習
会
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

動
物
は
ぬ
い
ぐ
る
み
と
は
違
い

ま
す
。
与
え
ら
れ
た
生
を
一
生
懸

命
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
尊
い
命

で
す
。
飼
い
主
に
は
、
そ
の
動
物

の
命
を
大
切
に
し
、
生
涯
面
倒
を

み
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
飼
育
に

伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
手
間
や
ト
ラ
ブ

ル
、
経
済
的
な
負
担
や
住
環
境
も

見
据
え
た
上
で
、
あ
な
た
の
新
し

い
家
族

－

ペ
ッ
ト
を
迎
え
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
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人
は
だ
れ
で
も
年
を
と
り
、
高
齢
者

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
年
の
取
り
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。高
齢
者
と
い
っ
て
も
、

60
代
、
70
代
、
80
代
以
上
の
高
齢
者
で

は
健
康
状
態
や
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
点

で
異
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
60
代
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
健
康
面
も
良
好
で
、
要
介
護
ど
こ

ろ
か
、
自
分
自
身
が
老
親
の
介
護
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
じ
80
歳
で
も
、
要
介
護
状
態
に
な
る

人
も
い
れ
ば
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
健

康
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
精
力
的
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
実
像
は
、

年
代
に
よ
っ
て
、
ま
た
個
人
に
よ
っ

て
多
種
多
様
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

て
当
然
で
す
。
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
、
充
実
し
た
自
分
の
人
生
を

楽
し
む
た
め
に
、「
高
齢
者
だ
か
ら
」

と
い
う
画
一
的
な
型
に
は
め
こ
ま
ず
、

も
っ
と
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な

生
き
方
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 　

高
齢
者
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
年

齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
分
ら
し
い
生
き

方
、
す
な
わ
ち
、
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

フ
を
実
践
し
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
75
歳
を
過
ぎ
て
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
方
、
90
歳
を

超
え
て
な
お
史
跡
巡
り
と
古
文
書
研
究

に
情
熱
を
注
い
で
い
る
方
、
趣
味
で
始

め
た
陶
芸
を
多
く
の
人
に
指
導
し
て
い

る
80
代
の
方
、
ダ
ン
ス
へ
の
情
熱
を
失

わ
ず
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
経
営
者
と
し

て
も
活
躍
す
る
70
代
の
方
な
ど
。

　

ま
た
、
外
に
出
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
社
会
と
か

か
わ
り
を
も
ち
続
け
な
が
ら
、
生
き
生

き
と
生
活
す
る
高
齢
者
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
内
容
も
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
国
際
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
や
学
習
の
活

動
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
長
寿
社
会
と

な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
長
い
高
齢
期

を
よ
り
楽
し
く
、
充
実
し
た
も
の
に
す

る
た
め
に
、
高
齢
者
の
多
様
な
生
き
方

を
考
え
、
認
め
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

あ
な
た
自
身
も
、
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
に
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
を

考
え
、
実
践
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

※
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び

社
会
参
加
活
動
事
例
は
、

内
閣
府
高
齢
社
会
対
策
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
8
.cao.go.jp/kourei/

kou-kei.htm
l

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
　

岡　
　

ゆ
き
子　
　
　
（
女
）

　

⻆　

野　

志
ず
江　

　
　
（
女
）

　

長
谷
川　

明　

夫　
　
　
（
男
）

　

有　

賀　

き
み
子　
　
　
（
女
）

　

山　

田　

喜
美
惠　
　
　
（
女
）

　

畑　

野　

一　

正　
　
　
（
男
）

　

畑　

野　

つ
る
子　
　
　
（
女
）

　

米　

倉　

け
さ
ゑ　
　
　
（
女
）

　

丸　

山　

康　

弘　
　
　
（
男
）

　

流　

石　

マ　

チ　
　
　
（
女
）

　

名　

執　
　

貢　
　
　
　
（
男
）

　

河　

田　

ヨ
シ
子　
　
　
（
女
）

　

三　

谷　

松　

造　
　
　
（
男
）

　

内　

藤　

長　

子　
　
　
（
女
）

　

長　

沼　

と
め
子　

　
　
（
女
）

　

金　

丸　

菊　

江　
　
　
（
女
）

　

米　

山　

美　

德　
　
　
（
男
）

　

塚　

原　

幸　

雄　
　
　
（
男
）

　

名　

取　

シ　

ゲ　
　
　
（
女
）

　

村　

松　

ふ
さ
よ　
　
　
（
女
）

　

水　

本　

い
よ
こ　
　
　
（
女
）

　

田　

中　

鶴　

香　
　
　
（
女
）

　

小　

野　

た
け
子　
　
　
（
女
）

　
　
　
　
　
　
（
８
月
15
日
現
在
）

　

役
場
福
祉
介
護
課
長
寿
社
会
係

　
（
☎
２
７
５

－

２
１
１
１

　
　
　
　

内
線
２
４
８
・
２
４
９
）

【
大
正
３
年
９
月
16
日
〜
大
正
４
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方
】
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玉穂町・昭和町・田富町任意合併協議会事務局
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☎ 275-1111　℻275-1112
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　町では町民のみなさまが健康で快適な暮らしを送ることができるよう、下水道整備を進めています。

　そして、下水道が使えるようになった区域（供用開始区域）では既に多くの方が下水道に接続し使用を

始めています。

　町では毎年９月１日を下水道が使用できるようになる日（供用開始

日）とし、新たな供用開始区域に土地を所有されているみなさまに、

供用開始のお知らせを通知しています。

　また、下水道への接続は供用開始日から１年以内に行うことが町下

水道条例で義務づけられています。せっかく多額の費用を投じて整備

された下水道でも使用されなければその効果が得られず、町民の生活

環境の向上という本来の目的が達成できないためです。

　供用開始された地域のみなさま、下水道への接続はお済みですか？

　町の環境を守るため、安全で親しめる水環境を造るため、ぜひ下水道への接続をお願いします。

　なお、特別な事情があり接続できない場合は「公共下水道接続延長許可申請書」を町へ提出し、許可を

得ることで接続時期を延長することができます。

☎

　下水道へ接続する宅内工事については、町

指定の排水設備工事店の中から業者を選んで

行ってください。まず最初に、申請人が指定

工事店で設計および見積りを取ったうえで直

接、工事の依頼をしてください。あとは依頼

した指定工事店が、町への手続きを代行し、

接続工事を行います。

　また宅内工事につい

ては、

、

くみ取り便所について

は、

もありますのでご利用ください。
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10 月 10 日（金）

会 場 準 備 午後 1 時

町 民 体 育 館
作 品 搬 入 鑑 賞 午後 3 時
ふ る さ と ふ れ あ い 祭 り
第 1 回 カ ラ オ ケ 大 会

午後 5時～
午後 9時 30分

詩 吟 の 夕 べ 午後 7時～
午後 9時 30分

総 合 会 館
ダンスパーティーの夕べ

10月 11日（土）

作 品 鑑 賞 午前 9 時～午後 6時

町 民 体 育 館
記 念 式 典 午前 10時
芸 能 発 表 会 午後 1 時～午後 4 時
く じ 引 き 午後 4 時～

10月 12日（日） 作 品 鑑 賞 午前 9 時～午後 6時 町 民 体 育 館

10月 13日（月） 囲 碁 ・ 将 棋 大 会 午前 9 時～ 中 央 公 民 館
作 品 搬 出 ・ 片 付 け 午後 1 時～ 町 民 体 育 館

1人 3首以内、短冊と色紙
題「雑詠」　1人 3句以内、色紙 1枚、短冊 2枚
題「当季雑詠」　1人 3句以内、色紙 1枚、短冊 2枚
漢字、かな、語句、文書、書体は問わない。ただし、本、仮表装のもの 1人 1点
サイズ・白黒・カラー・題名は自由（氏名、電話番号を必ず記入）部員以外の方は 1人 3点以内
生花、盛花、投入れの如何も問わず流派も制限しない。材料、花器等は各自で用意する。
（流派、段位、氏名を明記する）
1人 3鉢以内、種類は問わない。
画 題：自由
大 き さ：油彩Ｆ 20以下・日本画水彩に準ず、作品は額縁入りを原則とするが、　　　
　　　台紙でも可（費用は自己負担）

1人 3点以内、気軽に出品してください。
画題は自由　作品は額縁入りを原則とする。1人 1点とする。
保育園・幼稚園・小中学校・高校生の作品（習字・図画工作）を募集します。
コーラス・民謡・詩吟・舞踊・歌謡・大正琴

昭和町在住・在勤の方
原則として無料

　町教育委員会生涯学習課（☎ 275-3737）
　町教育委員会窓口で申込書に記入してください。
　作品出品　9 月 26 日（金）

　　　　　芸能発表　9月  9  日（火）【締切日以降の応募は会場の都合により受付できません。】
10月 10日（金）午後 1時から会場準備、午後３時から作品搬入
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１
９
９
２
年
９
月
12
日
、
宇
宙

飛
行
士
の
毛
利
衛
さ
ん
が
、
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー

号
」
で
宇
宙
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
都
市
は
国
連
が
定
め
た
国

際
宇
宙
年
で
も
あ
り
、
世
界
中
が

協
力
し
て
宇
宙
の
こ
と
を
考
え

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

国
際
宇
宙
年
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
で
も
宇
宙
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
宇
宙
開
発
事

業
団
（
Ｎナ

ス

ダ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
＝N

ational

　

Sp
ace　

D
evelo

p
m
en
t　

Agency　

of　

Japan

）
で
は
、
一

般
の
方
々
か
ら｢

宇
宙
の
日｣

を

公
募
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毛

利
宇
宙
飛
行
士
の
飛
び
立
っ
た
日

が
選
ば
れ
、
以
後
、
９
月
12
日
は

「
宇
宙
の
日｣

と
し
て
定
着
し
た

の
で
す
。
ち
な
み
に
、
92
年
の
読

み
方
と
９
月
12
日
の
読
み
方
は
同

じ
92
で
、
日
本
語
の
語ご

ろ呂
合
わ
せ

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
開
発
事
業
団
な
ど
で
は
、

毎
年
、｢

宇
宙
の
日｣

に
、
青
少

年
向
け
の
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
「
宇
宙

ふ
れ
あ
い
塾
」
や
「
作
文
・
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
た
り
、

各
事
業
所
の
施
設
を
一
般
の
方
々

に
公
開
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
９
月
の
１
か
月
間
を
「
宇
宙

月
間
」
と
定
め
、
宇
宙
に
つ
い
て

学
ぶ
「
宇
宙
塾
」
を
全
国
各
地
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

さ
て
、
今
年
最
大
の
天
体
イ
ベ

ン
ト
と
い
え
ば
、「
火
星
の
大
接

近
」
で
す
。
地
球
に
大
接
近
す
る

火
星
を
、
み
な
さ
ん
は
も
う
、
ご

覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
の
外
側
を
回
っ
て
い
る
火

星
は
、
地
球
と
同
じ
よ
う
に
、
太

陽
を
中
心
に
円
を
描
い
て
回
っ
て

い
ま
す
（
公
転
）。
し
か
し
、
公

転
の
中
心
が
ず
れ
て
い
る
た
め
、

内
側
を
速
く
回
っ
て
い
る
地
球
と

の
距
離
が
接
近
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
、
火
星
が
最
も
太

陽
に
近
づ
い
た
時
に
地
球
に
よ
り

追
い
抜
き
が
起
こ
る
た
め
、
火
星

の
大
接
近
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
火
星
観

測
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

な
お
、
平
成
15
年
10
月
１
日
、

宇
宙
開
発
事
業
団
と
宇
宙
科
学

研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）、
航
空
宇

宙
技
術
研
究
所
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）
が

統
合
し
、「
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
＝Japan　

A
erosp

ace　

Exp
loration

　

A
gency

）」
が
発
足
し
ま
す
。
新

組
織
の
誕
生
で
、
日
本
の
宇
宙
航

空
開
発
も
新
た
な
段
階
を
迎
え
ま

す
。

9 　 　
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☎
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☎

☎

☎
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平成 12年 6月～平成 12年 7月生まれのお子
　　　　　さん及び前回未受診のお子さん

母子手帳・3歳児健康質問票・尿検査セット・
　　　　　健康保険証・印鑑

　

＊母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

＊一般健康相談は40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、栄
　養相談などを行います。また、
＊ のお申込みを受付けています。町内にお住ま
　いの 30歳以上の女性で希望される人は印鑑をお持ちくだ
　さい。有効期間は 3か月間です。

平成 15年 6月生まれのお子さん
母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票の配布。

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・バスタオル

　町内に住む身体に障害をお持ちの人
　　　　　（脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など）

☎

　7月に行われた町の総合健診を受診された人で、結果報告
会においでになれなかった人は、下記の一般健康相談におい
でください。

昭和町にお住まいの子育て中のお母さん
＊総合会館で行う日には、お子さんの身体測定も行います。
＊保健師がご相談をお受けします。育児についての悩みや不
　安がありましたら、お気軽にお出かけください。

平成 13年 5月～平成 13年 7月生まれのお子
　　　　　さん

母子手帳・質問票・歯ブラシとコップ

出産予定日が平成15年10月～平成16年1月の人
　母乳育児、お産に関する講義、妊婦体操など

平成14年7月～平成14年8月生まれのお子さん
母子手帳、自己紹介カード
お子さんと楽しく遊びながら育児の情報交換をします。

＊平成15年2月～平成15年5月生まれのお子さん
　　　　　＊ 4歳未満で BCGを未接種

母子手帳・予診票

13 　 　



☎

　 　 14



 

　9月 3日（水）
　町長室
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　3日・10日・17日・24日
　　　の毎週水曜日
　社会福祉協議会
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　9月 17日（水）
　町中央公民館 2階
　午後 1時～ 3時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）
　町中央公民館２階
　午前 9時～午後 4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　町総合会館 2階相談室
　月～金曜日は

　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　9月 22日（月）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎

15 　 　
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　デイヴィッド・スズキ　　　　家の光協会

　三浦　雄一郎　　　　　　　　　　双葉社

　草柳　大蔵　　　　　　　　　　　海竜社

　坂下　栄　　　　　　　　　メタモル出版

　片岡　鶴太郎　　　　　　　日本放送出版

　スーザン・ボナーズ　　　　　　金の星社

　なかえ　よしを　　　　　　　　ポプラ社

　わしお　としこ　　　　　　　くもん出版

　戸田　和代　　　　　　　　　　　　学研

　堀　直子　　　　　　　　　　　小峰書店

☎

　　　納税義務が免除される課税期間の基準期間における課税売上高の
　　上限が 1,000 万円（現行 3,000 万円）に引き下げられます。

　　　簡易課税制度を適用することができる課税期間の基準期間におけ
　　る課税売上高の上限が 5,000 万円（現行 2億円）に引き下げられ
　　ます。

　　　新たに 1月の期間を課税期間とする特例が設けられます。

　　　直前の課税期間の年間確定消費税額が 4,800 万円（地方消費税
　　込みの場合 6,000 万円）を超える場合には、年 11回の中間申告・
　　納付を行うこととなります。

　　　課税事業者が取引の相手方である消費者に対して商品等の販売、
　　役務の提供などの取引を行うに際し、あらかじめその取引価格を表
　　示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）を含めた価格を表
　　示することが義務付けられます。

☎

17 　 　



　
　
　

　

７
月
10
日
、
甲
府
市
水
道
局
で
、

第
16
期
水
道
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
交

付
式
及
び
第
１
回
モ
ニ
タ
ー
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

給
水
区
域
の
甲
府
市
各
地
区
、

敷
島
町
・
昭
和
町
・
玉
穂
町
か
ら

各
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
32
名
と

公
募
か
ら
７
名
の
計
39
名
を
、
第

16
期
水
道
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱

し
ま
し
た
（
任
期
２
年
）。

　

今
回
よ
り
、
新
た
に

の
３
つ
の

専
門
部
会
を
設
け
、
よ
り
活
発
な

意
見
・
提
言
を
水
道
事
業
に
取
り

入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
モ
ニ
タ
ー
宅
の
水
道
水

の
水
質
検
査
を
実
施
し
、
水
質
の

安
全
性
を
よ
り
身
近
に
実
感
し
て

も
ら
う
な
ど
、
広
く
水
道
に
つ
い

て
の
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
方
々
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

非
常
用
飲
料
水
を
備
蓄
す
る
習

慣
を
つ
け
、
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。
１
人
１
日
３
リ
ッ

ト
ル
、
３
日
分
で
９
リ
ッ
ト
ル
（
２

リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
約

4.5
本
）
が
必
要
で
す
。

＊
涼
し
い
と
こ
ろ
へ
保
管
し
、
夏

季
は
３
日
間
・
冬
季
は
５
日
間
で

交
換
を
。
お
風
呂
の
残
り
湯
は
生

活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
は
捨
て
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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☎

☎

☎

　総本山　金剛峯寺主催の全国書道展で、ミニデイ
サービス利用者の佐々井あやさんが「特選」、中島富
士さんが「準特選」を受賞されました。
ミニデイサービスでは利用者を対象に、毎週水曜日
の午前中に書道教室を開催しています。

「福祉の増進に役立
ててください。」と
あたたかい善意が
寄せられました。
心から感謝いたし
ます。
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今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
に
帰
っ
て
近

所
の
子
ど
も
た
ち
と
、
遊
ぶ
時
間
が
少
な

い
。
特
に
年
の
異
な
る
子
と
の
遊
び
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
同
じ
年
齢
の
子
と
さ
え
あ

ま
り
遊
ば
な
く
て
人
間
形
成
の
上
か
ら
も

大
き
な
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
永
小
学
校
で
は
年
間
を
通
し
て
縦

割
り
班
を
編
成
、
異
年
齢
の
小
グ
ル
ー
プ

を
単
位
と
し
た
活
動
を
計
画
し
て
、
子
ど

も
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
六
月

二
四
日
の
特
別
活
動
の
時
間
に
子
ど
も
た

ち
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
児
童
集
会
を
行

い
ま
し
た
。
教
室
や
体
育
館
に
用
意
さ
れ

た
ゲ
ー
ム
を
縦
割
り
班
の
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
楽
し
む
活
動
で
す
。
ゲ
ー
ム
は

空
き
缶
積
み
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
で
っ
か

い
パ
ズ
ル
、
な
ど
二
〇
ゲ
ー
ム
用
意
、
班

の
人
全
員
が
気
持
ち
を
合
わ
せ
な
い
と
で

き
な
い
ゲ
ー
ム
が
多
く
、
助
け
合
い
、
協

調
性
の
心
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
上
級
生
の
班
の
リ
ー
ダ
ー

さ
ん
が
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
会
の
環
境
美
化
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
校
庭
の
草
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
一
六
日
の
中
休
み
、
児
童
会
本
部

の
合
図
で
「
六
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
、
三
二
五
人
が
一
斉
に
作
業
開
始
」
で

も
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
班

員
が
集
ま
ら
な
い
、
や
っ
と
集
合
で
き
て

も
班
長
の
指
示
を
聞
か
な
い
子
、
仲
よ
く

作
業
が
で
き
る
班
、
ま
と
ま
り
が
な
く
仕

事
も
遅
れ
が
ち
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
ま

と
ま
る
班
や
他
の
グ
ル
ー
プ
に
影
響
さ
れ

て
が
ん
ば
る
班
な
ど
、
異
年
齢
交
流
の
重

要
性
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。き
れ
い
に
な
っ

た
校
庭
を
見
な
が
ら
長
い
夏
休
み
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
群
れ
て
遊
ぶ
様
子
が
見
ら

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
日
夜
夏
休
み
を
前
に
「
地
区

懇
談
会
」
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
地
区
役
員
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
夏

休
み
中
の
過
ご
し
方
、
地
区
行
事
に
つ
い

て
、
学
校
や
地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様

子
等
地
区
役
員
・
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に

熱
心
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
庭
を
中
心
に
学
校
、
地
域
が
子
ど
も
を

支
え
見
守
り
有
意
な
休
み
を
過
ご
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。

 

六
月
中
旬
に
は
、
運
動
部
の
集
大
成

と
も
言
え
る
郡
の
総
合
体
育
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。
押
原
中
学
校
の
各
部
と
も

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
す
ば
ら
し
い
成

果
を
残
し
ま
し
た
。

　　

そ
の
結
果
、
夏
休
み
の
は
じ
め
に
行

わ
れ
た
県
大
会
に
も
多
く
の
部
が
出
場

し
ま
し
た
し
、
関
東
大
会
に
も
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
個
人
、（
以
下
は
季
節

部
）
相
撲
部
、
柔
道
部
、
水
泳
部
が
出

場
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

運
動
部
の
活
動
は
総
合
体
育
大
会
で

ほ
ぼ
終
了
し
、
文
化
部
も
こ
の
夏
休
み

中
や
若
麦
祭
で
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
か
ら
三
年
生
は
本
格
的
に

進
路
選
択
に
つ
い
て
最
終
決
定
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
六
月
末
に

は
「
先
輩
に
聞
く
会
」
を
三
年
生
が
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
押
中

出
身
の
高
校
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
高

校
の
様
子
や
進
路
選
択
に
つ
い
て
の
先

輩
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
会
で
す
。

　

こ
の
会
や
高
校
の
先
生
方
に
来
て
い

た
だ
い
て
親
子
で
説
明
を
聞
く
高
校
説

明
会
、
あ
る
い
は
、
夏
休
み
中
に
あ
る

高
校
の
一
日
入
学
な
ど
を
通
し
て
、
三

年
生
は
進
路
の
最
終
決
定
へ
と
向
い
ま

す
。

　

じ
っ
く
り
考
え
満
足
の
い
く
結
論
を

だ
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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完
全
学
校
週
五
日
制
と
と
も
に
、
昨

　

年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
『
総

　

合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
す
が
、
本
校

　

で
も
校
内
研
究
の
主
な
テ
ー
マ
と
し
て

　

取
り
組
み
、
一
・
二
年
生
の
生
活
科
の
学

　

習
と
も
合
わ
せ
、
環
境
・
福
祉
・
国
際

　

理
解
・
情
報
の
各
分
野
か
ら
、
地
域
に

　

根
ざ
し
た
教
育
を
目
指
し
て
進
め
て
き

　

ま
し
た
。

　
　

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
行

　

わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
授
業
の
様
子
に

　

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

六
月
二
十
五
日
（
水
）
一
・
二
年
生
の

　

生
活
科
で
「
き
き
み
み
ず
き
ん
お
は
な

　

し
の
会
」
よ
り
近
藤
さ
ん
に
お
い
で
い

　

た
だ
き
、「
て
ぶ
く
ろ
に
ん
ぎ
ょ
う
」「
エ

　

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」「
わ
ら
べ
う
た
」
の

　

構
成
に
よ
る
楽
し
い
お
話
に
、
み
ん
な

　

す
っ
か
り
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

中
学
校
の
英
会
話
指
導
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　

を
さ
れ
て
い
る
ト
ッ
ド
・
ベ
イ
カ
ー
先

　

生
に
毎
週
水
曜
日
に
本
校
に
も
お
い
で

　

い
た
だ
き
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
英

　

会
話
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
ま
す
。
七
月

　

二
日
（
水
）
に
は
来
日
中
の
ベ
イ
カ
ー

　

先
生
の
ご
両
親
に
も
お
い
で
い
た
だ
き
、

　

ア
メ
リ
カ
で
小
学
校
の
先
生
を
さ
れ
て

　

い
る
お
母
さ
ん
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き

　

ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
七
月
三
日
（
木
）
に
は
、
本

　

年
度
、
日
本
語
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

　

て
い
る
樋
口

　

先
生
に
ブ
ラ

　

ジ
ル
の
様
子

　

に
つ
い
て
、

　

写
真
な
ど
を

　

見
せ
て
い
た

　

だ
き
な
が
ら

　

お
話
を
う
か

　

が
い
ま
し
た
。

　
　

四
年
生
で
は
、
六
月
か
ら
七
月
に
視

　

覚
・
聴
覚
や
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

　

プ
を
持
つ
方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

　

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

　

な
ご
苦
労
の
中
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　

を
持
ち
続
け
自
立
し
て
い
る
こ
と
に
子

　

ど
も
た
ち
は
深
い
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

子
ど
も
た

　

ち
は
、
心
を

　

込
め
て
「
声

　

の
レ
タ
ー
」

　

や
「
点
字
の

　

手
紙
と
絵
本
」

　

を
贈
り
ま
し

　

た
。

　

福
祉
教
育

の
一
環
と
し

て
、
七
月
十
七

日
三
年
生
か

ら
六
年
生
六
十

名
余
が
「
昭
寿

荘
」を
訪
問
し
、

高
齢
者
と
楽
し

い
ふ
れ
あ
い

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
集
会
室
に
集
ま
っ
た
荘

生
さ
ん
に
歌
や
合
奏
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

劇
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
各
学
年
の
発
表

に
目
を
細
め
、
う
な
づ
き
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
た
荘
生
さ
ん
が
、
六
年
生
の

歌
う
「
ふ
る
さ
と
」
に
つ
ら
れ
る
よ
う

に
、
歌
を
口
ず
さ
み
は
じ
め
ま
し
た
。

「
も
う
一
度
、み
ん
な
で
一
緒
に
！
」と
、

マ
イ
ク
が
回
る
と
、
歌
声
は
、
大
き
く

力
強
く
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
達
一
人
一
人
と
交

流
。
同
じ
目
の
高
さ
に
姿
勢
を
低
く
し

語
り
か
け
る
子
・
手
を
と
り
自
己
紹
介

し
あ
う
子
・
用
意
し
て
い
っ
た
あ
や
と

り
や
お
手
玉
・
剣
玉
等
で
一
緒
に
遊
ぶ

子
・
昔
の
話
を
う
ん
う
ん
と
聞
く
子
…

な
ん
だ
か
自
分
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
た
か
の
よ
う
な

暖
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ま
た
、
来
ま
あ
す
！
」
子
ど
も
達

は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
再
会
の
約
束
を
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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✿
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西
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健
太
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河
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う
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（
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河
東
中
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大
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っ
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（
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生
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紙
漉
阿
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青
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い
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二
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築
地
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野
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（

亘
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河

西　

志
村
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ゆ
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河
東
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金
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つ
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（
和
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上
河
東
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樋
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ひ
び
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晃
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♥

♥

西
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小
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樹
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美
佳

西
条
一
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小
松
原
昭
一
◎
成
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西
条
二
区　

佐
々
井
寛
治
◎
橋
本
知
左
子

西
条
二
区　

青
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敦
◎
宮
口　

雅
衣

清
水
新
居　

宮
沢　

智
也
◎
中
島　

他
惠

西
条
新
田　

勝
村　

孝
輝
◎
窪
島　

智
子

紙
漉
阿
原　

黒
倉　

　

純
◎
渡
邊　

明
美

西
条
一
区　

近
藤
き
く
江　
（

武

）

西
条
二
区　

花
輪　

邦
彦　
（
富

惠
）

清
水
新
居　

髙
野　

勝
利　
（
龍　

二
）

河
東
中
島　

有
泉
や
す
の　
（
勝　

彦
）

紙
漉
阿
原　

米
山　

光
男　
（
眞
佐
美
）

築
地
新
居　

髙
橋　

誠
一　
（
初　

江
）

　病気やケガ、事故などは、時間や場所を選ばず、ある日突
然襲いかかってきます。このようなとき、病院に行くまでの
応急手当を十分に施すことがその後の病気やケガの経過を左
右します。
　不測の事態に対応するために、冷静な観察と判断、そして
正しい応急手当を身につけておきましょう。

　甲府地区消防本部防災救急課防災広報係
　　　　（☎ 222-1284）

　アクアビクスとは？プールの中で、エアロビクスのように
体を動かす運動（顔は水に入りません）です。
　日ごろプールの中を歩いている方、チョット工夫した動き
を覚えましょう。
　今回は温水プール利用者の多くの方に参加していただくた
め、募集はいたしません。開始時刻 5分前までにプールサイ
ドにお集まりください。

　9月 17日～ 10月 29日（毎週水曜日）　7回
　　　　午前 10時～ 11時

　勝　清美先生
　無料（ただし、施設利用回数券が必要です。）

　　　　＊回数券（大人用 12枚つづり、3,000 円）は、プー
　　　　　ルのフロントで販売しています。

　水着、スイミングキャップ、タオル
　町立温水プール（☎ 275-9811）

　そんなお子さんのことで悩んでいませんか。
　病弱児を対象としている富士見養護学校ではそのような小
学生・中学生のお子様について教育相談を行っています。
　どうぞお気軽にご相談ください。

　電話による相談、来校しての相談を行っています。
　　　　　（来校の場合は事前に連絡をお願いします。）

　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前 9時 30分～午後 5時

　山梨県立富士見養護学校　教育相談係
　 　 　　＊本　校　☎ 252-3133
　　　　　　　　　　甲府市富士見一丁目 1-1
　 　 　　＊旭分校　☎ 0551-22-7144
　　　　　　　　　　韮崎市旭町上条南割 3314-13

9 月 5日（金）
トリアージ
（多数傷病者救急事故発生）
訓練

JR 甲府駅構内
午前 10時

～ 11時 30分

9月 9日（火）救急関係功労者の表彰 消防本部

9月10日（水）献血 消防本部
午前 9時

～正午

　昭和町立温水プールでは、9月 15 日（祝）に『第 7回水
の運動会』を開催します。
　子どもから大人まで楽しめます。もちろん泳げなくても大
丈夫！紅白に分かれ、綱引きや球入れ、ボートリレー、障害
物競走など、団体戦で競技します。（半日で終了します。）

　町立温水プール（☎ 275-9811）

　9月 11 日は『警察相談の日』です。気軽に相談してみま
せんか。
　山梨県警察では、犯罪などによる被害の未然防止に関する
相談、その他県民のみなさんが不安に感じたり、心配してい
る身近な問題などに関する相談に応じています。

などの問題をはじめ、家庭内における暴力についての悩み、
少年非行に関する悩みや不安などについて警察の担当者が相
談にのり、内容によっては関係機関の相談窓口をお教えいた
します。
　これらの問題で悩んでいたり、不安を感じている方は、最
寄りの警察署の生活安全課（係）にある「警察安全相談受付」
または山梨県警察総合相談室（☎ 233-9110 または♯ 9110）
に相談してください。

　警察本部生活安全企画課（☎ 235-2121）
　　　　南甲府警察署生活安全課（☎ 243-0110）
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件　数 負傷 死者

物損 72件
（＋ 15）
人身 21件
（－  6 ）

23 人

（－ 5）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！

　スタティックストレッチングは、筋肉や筋肉と骨を結ぶ腱
を無理なく気持ちよく伸ばすことによって、硬くなった体の
柔軟性を高めることがよく知られた効果ですが、むしろ注目
していただきたいのは、次のことです。

　この機会にぜひ、スポーツをしている人も、そうでない人
もストレスを抱えている人も、専門的知識を持った先生と一
緒にスタティックストレッチングを試してみてください。

　・午後のクラス
　　　　　9月 19日～ 10月 10日（毎週金曜日）　4回
　　　　　午後 2時 15分～ 3時
　　　　・夜 の ク ラ ス
　　　　　9月 18日～ 10月  9  日（毎週木曜日）　4回
　　　　　午後 7時 15分～ 8時
　　　　・5分前までにお集まりください。

　町立温水プール　2階ミーティングルーム
　曽根　真由美先生
　無料（ただし、施設利用回数券が必要です。）

　　　　＊回数券（大人用 12枚つづり 3,000 円・高校生 10
　　　　　枚つづり 1,000 円）は、プールのフロントで販売
　　　　　しています。

　タオル
　動きやすい服装
　9月 9日（火）　午前 10時～（電話でも可）

　　　　町立温水プール（☎ 275-9811）

　町が医療機関などに支払っ
た6月分の医療費は、約4,934
万 9 千円です。（前年同月比
23.7% の増）病気の予防は、
早期発見、早期治療が大切で

す。むやみな転
医はつつしみ、
医療費を大切に
使いましょう。

INFORMATION CORNER

　田富町役場東側に現在建築中の田富郵便局は、平成 15 年
9月 22日（月）から営業を開始いたします。
　建物は旧局社に比べ 3倍の広さになります。また、お客さ
ま駐車場も 21台確保されております。
　「お客様が利用しやすい郵便局づくり」「お客さまに喜んで
いただけるサービスの提供」に努めて参りますので今後とも
よろしくお願いいたします。

☎ ℻

　10月 14日（火）～ 16日（木）
　　　　　午後 6時～ 9時
　 　 　　＊ 3日間受講しないと、認定証は取得できません。

　15人（一般成人）
　甲府市北公民館

　 　 　　（甲府市湯村 3-5-20　☎ 252-0611）
　無料（テキスト代　1,400 円は自己負担）
　10月 1日（水）から電話で申込みしてください。

　　　　　（定員になり次第締切ります。）
　甲府地区広域行政事務組合・視聴覚ライブラリー

　 　 　　（甲府市伊勢 3-8-23　☎ 228-7641）

10 月 14 日（火）　午後 1時 30分～ 4時

　　神経内科教授　塩澤　全司

　　精神神経医学・臨床倫理学講座講師　塩江　邦彦
10月 21日（火）　午後 1時 30分～ 4時

　　地域・老人看護学講座教授　新田　静江

　　医療福祉支援センター看護師長　有田　明美

　山梨大学医学部臨床講義棟大講義室
　5,200 円（町で全額負担）
　町民一般（どなたでもご来場を歓迎いたします。）
　9月 16日（火）～ 10月 3日（金）

　　　　　午前 8時 30分～午後 5時（土・日・祝日を除く）
　　　　　＊定員になり次第締め切ります。

　役場いきいき健康課健康増進係
　 　 　　（☎ 275-2111　内線 252・253）

　近年、交通事故の態様も複雑化して、その解決にお困りの
方も多いことと思います。（社）日本損害保険協会では、こ
れらの方々のために全国に『自動車保険請求センター』を設
置し、自動車損害賠償責任保険並びに任意自動車保険の請求
について、無料で相談を受けています。

　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前 9時～正午、午後 1時～ 5時
　　　　＊弁護士相談日：毎月第 3木曜日　午後 1時～ 4時
　　　　　（予約制・相談無料・要面談）

　甲府自動車保険請求相談センター　☎ 228-8335
　　　　（甲府市丸の内 3-1-6　住友生命ビル 3階）

　昭和町高生連では、毎年開催している『ふるさとふれあい
祭り』（今年は 10月 12 日〔日〕に開催）にボランティアと
して参加し、「子どもの広場」を担当しています。
　参加希望者は、9月 18 日（木）までに電話で申込んでく
ださい。

　青少年・学校カウンセラー　望月まで
　（町中央公民館　2階相談室　☎ 275-6951）
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んなの広場

☎

んなの健康 　

☎

人　口
男
女

世帯数

15,995 人（＋ 21）
8,198 人（＋ 17）
7,797 人（＋   4）
6,155 戸（＋ 15）

⅓

½

½
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